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レオナルド・ビストルフィ作彫刻作品群について
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現在まで国立西洋美術館には、松ノ∫コレクションに由来する53点のロダン、

6点のブールデルを中心とする彫刻コレクションが所蔵されている。よく知られ

ているように、かつて松方コレクションに帰属していた作品は、1927年（昭和

2年）前後の金融恐慌時を中心に、担保物件となり銀行に差し押さえられた

り、競売に付されたりして散逸してしまったものが多数ある。国内外を問わず

近年折りに触れて、それらの作品が再発兄されるなど、美術品マーケットに・

再浮上する機i会が多くなってきた。そうした作品のほとんどは絵画作品である

カミ西洋美術の全貌を実際の作品によって我が国の人々に展覧する「共楽

美術館」の構想を抱いていた松方幸次郎が、彫刻や素描、家具、工芸品

など、多岐に渡るジャンルの作品を多数収集していたことは競売U録などから

窺われ、事実、タピスリーなどのまとまった収集が国内に現存することも確認さ

れている。

　今回、関西に所在するX家収集II，川1にll」松方コレクションに由来する彫刻

作品（複数）の存在が明らかとなった。これは、一連の旧松方コレクションの

1｜」発兄の中では、筆者の知る限り、近年最も大規模でセンセーショナルなも

のと、亨える。問題の作品群は、19　Ilir紀末から20世紀初頭にかけて北イタリア

を中心に活動した彫刻家、レオナルド・ビストルフィ（Leonardo　Big．　tolfi，　Cas．ale

Monferra亡01859－Torino　l933）の大理石と金属による彫刻・浮き彫り作、1ll’t　6点

（断片17個に解体されている）である。以下はこれまでに分かった作者と作品

概要に関する最初の報告である。

1．経緯

2000年夏、大阪府所在の公1’t二美術館の学芸員K氏を通じてIIl松ノ∫コレク

ションに由来すると思われる彫刻作品調査の依頼があり、写真資料等が入

下されたため、非公式に調査を進めた。その結果、資料に見られる作品が19

1昧己末のイタリアを代表する彫刻家のひとり、レオナルド・ビストルフィの作品で

あることが判明し、急遽、本館学芸課の高橋（近代絵画・彫刻IV　）ia　）、河「｜

（保存修復担当）、塚田（保存科学担当）の3名で11月に最初の現地調査を

リミ損巨し7iこ。

2．作者のレオナルド・ビストルフィについて

この彫刻家は、今日イタリア国外では一・般ll勺にはほとんど無名に等しいが、20

111：紀の初頭における、サヴォイア・｝1家によって統一されたリソルジメント後のイ

タリアの、最も重要な彫刻家のひとりである。海外展にもたびたび出品を重

ね、国際的にも著名な作家であった。実際ビストルフィは、ジョヴァンニ・セガ

ンティー二（1858－1899）やガエターノ・プレヴィアーティ（1852－1920）、ジュぜ



ッベ・ペリッツア・ダ・ヴォルペード（1868－1907）ら、イタリア世紀末の象徴i三

義者たちと完壁にllil時代人であった。彼らとはブレラ・アカデミーの美術学

生であったころからの友人であり、1800年代のイタリア本来の自然一1三義的な

「ヴェリスモー真実主義」の傾向に夢想的な理想主義を加えたセガンティー

二たちのX学に深く共鳴して作品を作ったことで知られている［1］。

　その作品はかなりの数にのぼる肖像彫刻12iをSIJにすれば、モニュメンタル

な様式を具えた墓碑彫刻や公共記念碑、記念像が圧倒的に多い。そこで扱

われたll題は当然のことながら、生と死、死の天使、死の接吻、といった象

徴1…義者たちが好んだモティーフが支配的である。とりわけ1890年代後’ド

より1900年代lll頃までは、代表作《死の花嫁たち》、《思い出によって癒され

た悲しみ》、《セガンティー二記念碑》（それぞれ本稿作品リスト参照）などに典

型ll勺に兄られるよう｛二、象徴主義的な擬人像や浮き彫りを随所に用いた流麗

な装飾rl勺様式を示し、いわゆるイタリアにおけるアール・ヌーヴォー様式（Stile

Floreale、Stile　Liberty）の代表的f1…f列ともなった。

　1910年代以降は次第に「ミケランジェロ風」：sの力強い作風、あるいは古

典i：義的傾向を示すようになる。《ヴィットリオ・エマヌエーレ2世のための記

念碑：1（1909－11）、《ジョズエ・カルドゥッチのための祭壇》（1910）、《ジュゼッ

ペ・ガリバルテηのための記念騎馬像》（1912－28）などがそうした作風の代表

例であろう。以後、第1次大戦の戦没者記念碑などの公共記念物を多くf

掛けながら、1920、30年代を通じて、イタリアを代表する国際的名声に包まれ

た彫刻家のひとりとして活動した。

3．lli松方コレクションにおけるビストルフィの作品について

これらの作品について、今までにその存在について触れた文献は僅かである。

児在までに入T・できたものとして以ドの資料がある。

ユコリエーレ・デッラ・セーラ紙（ミラノ、1923年9月15日）の記事「1’

「1918fトの春に（松方は）急遽イタリアにやってきた。ブランク？ンはセガンティ

ー 二、ミケッティ5、ビストルフィの作品をそこで探すようにと彼に助言したので

ある。ミケッティについては何処でも何も乎に入らずじまいだったが、トリノで松

ノiは少なからぬレオナルド・ビストルフィの作品を購入することが出来、他の作

品も発注した。（中略）イタリアで松方が購入した作品は梱包されたままジェノ

ヴァの領‘じのもとに置かれ、戦争が終わるとすぐに東京に送りだされた」

2大阪朝日新聞神戸版（1932年一昭和7年一6月8日）の記事6

「神戸の某氏が好況時代に美術館を建設、そこへ陳列すべくイタリーかC，帰

った1ii］　1　EIの代表的彫刻家ビストルフィー氏の作品20点が、およそ10年間神

戸税関川崎倉1・liでほこりまみれになっていた、これは同氏が輸入した時…時

に不況に襲われ税金も支払われないことになったためそのままになっていたの

で神戸税関ではしばしば競売せんとしたが珍しい芸術品であり、同氏の

希望もあったのであらゆる便宜を計り期限を延長、その間、同氏は一纏めに

買ってくれる人があれば売ってもよいというので篠崎前税関長などは各方而に
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斡旋をしていたが、何分小さなブロンズの他に高さ二間もある大きな大理石

像が数点あり、大庭園か公園かでないと｝置けないようなものなので、多くあっ

た希望者も二の足を踏む状態だったが、今では某氏も一万余円で良いとい

い、税関の税金と倉敷料一万数千円を合すると二万数千円でr一に入ること

になるので税関としても非公式に数カ月来希望者を物色していたが思わしく

，活も運ばないので、最早やむを得ぬというので八口収容貨物として競売するこ

とになっていた矢先、突然神戸の某氏が引き取りたいという希望をもち川した

ので競売を取り消して引き渡すことに決しこれで暗い倉庫の中に1イド間埋ま

っていた世界的名彫刻もようやく明るみへ出ることになった訳である」（筆者に

ょり新仮名遣いに改変）

③「松方コレクション西洋美術総目録」（神戸市立博物館編、1990年）

　の記載

p．454にS－1として僅かに彫刻一点が「《記念碑》レオナルド・ビストルフィ作」

として記載。これは今回の調査作品“c”．《アンヘロ・ヒオレロのための墓碑》

に該当するが、掲載されている図版はウルグアイにあるオリジナル作品と思

われる。

限られたものではあるが、以上の資料からイタリアから将来されたビストルフィ

の作品群の数奇な運命が垣間兄える。コリエーレ・デッラ・セーラ紙の記事

で興味を引かれるのは、松方の助言者であったフランク・ブランク㌦ンが松

方にイタリア象徴主義の作品の収集を勧めたというくだりであろう。あるいはア

ンヌ・バンジョー氏が言うように、1900年の万国博覧会前後よりフランスに知ら

れはじめていたビストルフィを、ロダン美術館の初代館長を務め、松ノiの近

代美術の作品購入に直接関り・していたリュクサンブール美術館長レオンス・

ベネテ“6ットが知らぬはずもなく、彼からの強い勧めがあったことも十分想定で

きる。1911年にイタリアでビストルフィの作品に接したロダンも、この彫刻家の

資質を高く評価していたのである‘Tl。

　一方、コリエーレ・デッラ・セーラ紙中で東京に向かったとされる作品は、

おそらく一部が神戸に降ろされたのであろうか。詳細は不明であるが少なく

ともビストルフィの作品は1919年以降おそらく1922年頃には神戸の倉庫に入っ

ていたことが、同紙の「戦争が終わると直ぐに東京に向かって送られた」という

コメントと、朝日新聞の「暗い倉庫の中に十年間眠っていた」というくfごりから

賄i沮11さ¢Xるs］。

4．ビストルフィ作品の現状について

ここで、発見された彫刻17点の現状とその概略に触れたい。広大なX氏邸

の広い庭の二箇所に分かれて放置されたままになっている彫刻群は、その位

置関係から暫定的に1群、II群に分けられる。1群に属する彫刻と浮き彫りは、

ほとんど脈絡無く放置されたままであるが、ll群の彫刻はとりあえずは「設；置」

された状況にある。以『ド、彫刻・浮き彫り断片のそれぞれの現状と、それらが

再構成された場合の主題等について表にする。寸法は概寸で西洋美術館
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の調査データが革：量概．算のためのものであるため、

に採・j＾したデータも参照した。

　　　【1群】

Kl学芸tiカt1998年101」

1 レリーフ（接吻を交わす男女） フロンス　　　　　271×1UOcm
ノ［：1則に系従に銘文：LE　SPOSE

　　　　　　　　　　DELLA　MORTE

2

、F

人‖’刎形刻（k果婦f象） JミSE（i　　　　　　　　　257×157×115CnI

　　　　　　　　　　　　（ノsfイ9‘’瑞　1泉11’：i2〔1【）Cl11）

右側面ドに署．名：Bist〈）lfi

レリーフ三而付き台座　　　　　　知i妬
いじ而：羊の群れ）

（右側而：牛を牽く農民たちと集落）

（左側面：死せる男と．死を悼む久たち）

90×］54メ、156Cnコ

1 U洋f象1形亥il（朽≒1をt旦ぐ人，々） ノく」哨イi
55＼’41／61Cn〕

5

6

人物彫刻（横たわる恋人たち） ノく∫1巨イi
62×65xl（）Ocm

人物彫刻（マントを被り1府く女性f象）　大川石 2〔〕0×78×73CI11

（人」Mg剖；　f象1㌫il8〔｝Clll）

7

s

9

群像浮き彫り（左翼） ノ・こllじイf
245×141×6〔｝Cn〕

｛洋f象河えき周多り（pl．i央音｛5） ノく∫里イf
245×］84x57c｜n

1洋f象1聯き陶多り（右翼） ノミ理石 L）4tn×1，＄　．1：1〈t57cm

14｝ 装飾紋付き台座断片（花紋） 」，［YUイf
35．5×ll7．5＞：61cm

ll 装飾紋付き台座断片（花紋） 大」’｜艮イi
32×］51＼67Cn〕

1群

　　　【II構…】

12　　；虫L意自勺人」勿f象（nll方にウ：つ入．4『勿）

T：i ；虫∫，意n勺人．9勿f象（f麦メ∫に、t！ノ人、守勿）

1｜．15　イヒ糸1（付吟き十引寸ミ

　　　　“．i（∴1：が紐合わさってn〈）．12の人物像の

　　　ための台座となる

鉛を多く含んだ　　像高195Cm
フロンズ（1？）

卜’部にビストルフ・rのモノグラムあり

鉛を多く含んた“　　像高170Cn〕

フロンズ（：」｝

卜’部にビストルフィのモノグラムあり

f沙岩（2）　　　（各）20×125ン、178Cm

IG・17　イE糸∫（f寸き台1墾　　　　　　　　　　　　　　　　　f沙打（2）

　　　　．’，j‘∴r：が糸IL合わさってnoユ3の人物1象の

　　　ための台座となる

（各）20×］25入178Cln

これら1　7．t∴〔の周多亥1j・i孚き周多りは、．1▲∫↑措成された場合、

表されたビストルフィの作品6点と1～～1連付けられるt）。

次のようにa－fの記りで
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a：1

死の花嫁たち

Le　Spose　della　NIol＾te

l891．1－97t4’i

大理石
1．ガキエリ墓地礼」’ド堂Capella　Sel）olcl－ale

V．）chieri（．｜ヒィタリアFrascarol（．）L〔．｝mellina

所在）のための人理石浮き彫りD

a．1

b：1）・3

セガンティー二記念碑

IX．Ionumelハto　a　Giovam⊃i　Segant三11i，　St－

．Tx，loritz

1899－1906fl三

大理石

111fl家ジョヴァンニ・セガンティー二（1858

－ 1899）の死の直後から構想された作品。

カラーラ産大理イiに彫られている。本来マ

ロヤのセガンティー二の墓のためのモニュメ

ントとなるはずであった，結局1別7年に、ス

イスのサン・モリッツに創設されたセガンテf

一 二美術館の庭に置力・れたが、以来、ビス

トルフィの代表作と兄倣されている。女性像

は物質から解き放たれた「美」：アルプス．

La　Belezza　libei’ata　della　Matei’ia；

L「Alpeと名付9けられ、．II［］岳の「美」1／　La

Belezza　della　Mon亡agna，ぐ∫｝11想の「美」、

真実．〃La　Belezza　delrldea、　la　V臼’ita，

《芸術．，’L’Arteなどとも1卜Fばれる。台座部分

の浮き彫りは左側｜r［iが．1／．fl然］・，　La　Natura

（セガンティー二のlii］名の油彩に基づく），叩

央IE　Ikiが、1羊’の行進、．．　Pr〈）cessiOne　di

PecOre（ジウゼッペ・ペリッツア・ダ・ヴォル

ペードの油彩。生の鏡’の構図の改変）．

右1則ll’liが．ミ、1画’家のj堂骸と芸術の女神～La

Salma　del　Pittore　c（．）n　la　l）ea　Arteある

いは：；、愛．．．DelrAIコ〕Ore（セガンティー二の泊

彩．．生の泉レ）傍らの愛の女神，．、；愛の女

神などのヒ題・構図を改変）と呼ばれる。

小サイズの習作がカザーレ・モンフェラート
11i、‘tl．芙郁「∬官、ミラノtl∫“r：」亙r℃）ミ1・断食］’｛f也に戸斤

蔵され、ほぼ同・1’法の大理イ：iによるレ・ブリ

カがローマ川立近代芙術窪i’∫にある（1915年
c二fi≡．者よ1）寄二ll曽）t＿

サン・モリッツ（スイス）、セガンティー二）ミ術館

b－2 b．：；

c：、1

アンヘロ・ヒオレロの墓碑》

N．工onmnento　Sepulci’ale　pel’Angel（）

GiOn’ello

lgo7・．13年

大川石

英推の葬儀．UFunerale　delFEroeある
いは「． 労働の英雄の葬儀』Funerale
clell’Eroe　del　Lavoroとも11乎はこれる，

モンテヴィデオ（ウルグアイ）、公営墓地

c・1
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d：5

恋人たち

（；li　AIMallti

l883－8．4　fF

芝居にモティーフをとった日芙な作風の作品，

石膏モテ“」レのみ現存（カザーレ・モンフェラ

ー
ト市h‘1：美1ホ籏官）≧

d・5

e・li

t㌧7．S．　P

e：6x7．S．9，　lO，11

ドゥリオ家のための墓碑：思い掛によって

］愈された悲iしみ

E｛bnllmentc）Sel〕〔〕lcraleper　laFamig］ia

Durie，　Il　Dolore　Confortat（，　dalle

：　rernorie

1898fドヒ頁一1901イ1弘

ノく∫里石

1896年に逝去Lたジウゼ’ッへ・ドゥリオジ）た

めの江碑。1．［人な浮き彫りで表J：見された

「思い川」に対Lて、f’前には婦人像に擬人

化された「悲しみ」が立t・／t．ビストルフィの代

表作のひとつ。

トリノ（トリノ」］［交IS旧NIadonna　di　Campagna）、

公tii；f；墓」也

e；ドゥリオ家のための療碑：．ILI、い川によ一・て癒された悲しみ　トリノ、公営法地

f：12，ilS，1．1，15、16、17

アベグの墓碑

MOnUmento　Funerario　Abeg9
1912－13fF

大理石
”：4三と9ピ．．La　X，rittl　e　la　Morte、．lt）ヒにlfi’Jカ・

ってXJe　rs．　c｝la　Luce，．死の魅惑の虜とな

る生．．La　Vita　trascillata　dal　Fag，　cin〔：）

della　Morteとも呼ばれる．，白大理イi製台

座の1・．に二体のやはり　［’1人こユ里石に彫られた

；吏；1意r1勺ノs牛勿f象力丁．“Lつ．，

チューリヒ、公営墓地

f、IL）．13，11、15．1f3、］7
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5．将来の展望

作品に関する調査は文字通り始まったばかりである。作品のおおよその同定

は今回文献、写真資料に基づいて行うことができたがもっとも基本的な問題

として、これらの作品を松方幸次郎が購入するに至った経緯の詳細は未だ

不明といってよく、さらなる資料の出現が待たれる。また、これらの作品のほと

んどは、すでに1918年の松方のイタリア旅行当時にはヒ“ストルフィの代表作

として有名であったと考えられることから、松方が彫刻家に依頼して新たに制

作されたレプリカないしはヴァリアントであると推測されるがその事を裏付け

るためには、「］本所在の作占～，と北イタリアを中心に各地にノ∴（在するオリジナル

の完成作や石膏原型（ほとんどがカザーレ・モンフェラー川∫立美術館に所

蔵される）とを丹念に比較のヒ、資料の探索が必要である。

さらに作，；「，保存の観点からすれば、こうした体積、重量ともに甚大な作品

の管理は、到底個人所蔵家の手の及ぶところではない。事実、所蔵家の方

の尽力にもかかわらず、現在に至るまで彫刻群はほとんど雨ざらしのままといっ

てもよく（ビニールの覆いが掛けられているにせよ）、ことに大理石はすでに劣

化が始まっている。

ほとんど四分の三世紀を経て奇跡的にも忘却の彼方から再び姿を表した

ビストルフィの彫刻群は、質、量ともに松方コレクションの失われた部分のイ

メージをを大きく膨らませる力を持っている。またそれらはイタリア近代美術史

を飾る代表的作例であり、H欧の文化交流史、ひいてはll本の近代史の貴

重な証人でもある。これらの作品が安住の地を得、さらには適切な形で公

開されるように、早急に何らかの策が講じられる必要があろう。

ll］セガンティー二、プレヴィアーティ、ビストルフィはしばしば、ヴェネツィアのビエンナーレ、トリノのト

リエンナーレを始め、内外の展覧会に出品したが19〔｝6年にはミラノで共iiilLてW展を開いている。

Mostra　de　Segantini，　Previati，　Bistolfi，　Galleria　Grubicy，　Milallo，1906

［2］明治期にお雇し・外国人として来日していたアントニかフォンタネージの肖像なども制作している

（18831tl三）。

：31いわゆる「ビストルフィスモ」と呼ばれることもある。ユ902fトのロダンとの出会いもその作風の変化に関

係があるとも考えられる。Sandra　Berresford，・’Bistolfi　et　il“Bistolfismo’∵in　Catlogo　della

mostra，　Bistθ4t）’：1859－1皇33’il　p（・t’c’oIsO　di　ttnθscttltore　si”iboklsta，　Casale　Monferrato．

Ch｛ostoro　di　S．Croce，　Palazzo　Laiigosco，ユ984参照。

［4］イタリア語原文を以下に記すロ“Nella　primavera　del’18　venne　espresg．　amente　in　Italia，

dove　il　Brangwyn　lo　aveva　cong．　igl　iato　di　cercare　opere　del　Segantini，del　I　lichet亡i　e　del

Bistolfi．1）el　Michetti　non　fu　possibile　aver　nulla，　ma　a　Torino　il　Matsukata　l）ote

acquistare　parecchie　cose　di　Leonardo　Bistolfi　ed　altre　ordinarne＿＿Gli　acquesti　fatti

dal正latsukata　in　Italia　rimasero　a｜ungo　impaccati　a　Genox’a　Presso　quel　Consolato　e　cli

la　fur〔mo　poi　spedittt　a　Tokio　appena　finita　l〔l　gruerra”（i，，Notizie　d’〆1｝’ltn　Opere　di

Bistolfi　e　di　Segantini　distrutte　dal　terremoto　al　Giappone》，　i；1　CθJ・i・i〈ere　del～a　S’e」γa．

Milano．15　settembre　1923，Annie－Paule　Quinsac，　S（xTaltti71i；Catair）gt」g‘・」ie」’rtie，　Milano，

1982、vol．IL　p．558に弓IJil）

：5］Francesco　Paolo　Michetti（1851－1929）ナポリ生まれの風景画家tt印象派風の筆致でIlに

アブルッツィ地方の風景を描いた。

16］以ドはこの記事の見川しである。「やっとiUrに出た川界ll勺名彫刻／税金が払えずト年を倉庫に／

イタリーで買ったもの／競売を免れ某氏へ」

〔7〕Anlle　Pingeot、　BistθU7L　att～θ～〃4c　sθηρ‘4“未公開論文。

：8］1927年の金融恐慌を待たずして、すでに1922でrにはJllTh，lj造船は呂：境に1箱っていた。越711裕tt

郎「松方コレクションについて」、展覧会カタログ1松方コレクション展’MIJirlii’，二博物館、1989年、

pp．114－115参！1｛｛e

［9］《Repertorio　Opere　Scultoree㌧inCatalc）go　dena　mostra，　oP．cit，　pp．215－302）iJNNの資料・

を参照した。

本報告1｛1：を、ll：〈にあたi）、　Illltl［1rltil定に関してこ助ノJいただいた、オルセーX術館彫刻剖；門i－1任研

究官アンス・バンジョー氏、ギュスターヴ・モロー美術館館長ジニヌヴィエーヴ・ラカンブル氏、カザー

レ・モンフユラー同いt美術館担’il官ジ土ルメーナ・マッザ氏に御礼中し・ヒげたい。


